
今
橋
映
子
著

戻
パ
リ
写
真
〉
の
世
紀
』
（自
水
社
、
二
〇
〇
三
）

稲
　
賀
　
繁
　
美

一
九
八
〇
年
代
は
、
パ
リ
を
中
心
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
写
真
研

究
の
勃
興
期
だ
っ
た
。
中
央
市
場
跡
に
店
を
構
え
る
「
Ｚ
＞
０
ほ
か
の
大
手

書
店
で
は
、
美
術
書
売
り
場
が
数
年
の
う
ち
に
写
真
集
売
り
場
に
乗

っ
取

ら
れ
て
い
っ
た
。
八
〇
年
代
末
に
現
場
体
験
を
持
つ
筆
者
が
、
そ
れ
か
ら

十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
「可
能
な
限
り
０
精
査
」
富
ざ
］
を
へ
た
成
果

が
、
本
文
五
三
〇
頁
、
文
献
注
九
〇
頁
を
越
す
大
著
に
結
実
し
た
。
終
章

は
、　
一
九
八
〇
年

「写
真
文
化
財
管
理
機
構
」
の
創
設
、　
一
九
八
二
年
の

「国
立
写
真
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
も
簡
潔
に
触
れ
て
い
る

［紹
己
。

だ
が
本
書
は
、
狭
義
の
写
真
史
で
も
写
真
批
評
で
も
、
写
真
文
化
論
で

も
な
く
、
ま
た
バ
ル
ト
、
ゾ
ン
タ
グ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
と
い

う

「四
種
の
神
器
」
の
お
手
軽
な
応
用
で
も
な
い

［〓
Ｌ
。
英
仏
語
の
先

行
最
新
情
報
を
ま
ん
べ
ん
な
く
咀
哺
し
て
取
り
込
み
な
が
ら
、
著
者
は
教

条
的
な
決
め
つ
け
や
乱
暴
な
資
料
操
作
に
は
、
逐

一
的
確
な
反
論
を
加
え

る
。
手
間
暇
か
け
て
取
り
寄
せ
、
閲
覧
し
た
原
資
料
を
丹
念
か
つ
周
到
に

吟
味
し
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
論
旨
を
明
快
に
、
綿
々
と
紡
い
で
ゆ
く
。

通
ぶ
ら
ず
、
衡
い
な
く
、
過
不
足
な
く
、
し
か
も
飽
く
こ
と
な
い
、
そ
の

歩
み
ぶ
り
。
品
の
良
い
好
奇
心
と
、
破
綻
な
い
踏
査
地
図
を
着
々
と
織
り

上
げ
る
、
著
者
の
並
は
ず
れ
た
編
集
容
量
と
平
衡
感
覚
が
実
感
さ
れ
る
。

各
段
落
ご
と
に
、
最
低
ひ
と
つ
は
注
記
す
べ
き
情
報
や
、
「
ご
明
察
」
が

出
現
す
る
本
書
は
、
一局
密
度
で
あ
り
な
が
ら
、
「あ
ら
ゅ
る
読
者
が
心
愉
し

く
ゅ
っ
た
り
と
読
め
る
」
［認
昌
。
章
末
に
は
、
あ
く
ま
で
奇
を
衝
う
こ
と

は
謹
ん
だ
穏
や
か
な
口
調
の
卓
抜
な
結
論
が
、
警
句
と
な
っ
て
、一
全
体
を

引
き
締
め
る
。
以
下
、
本
書
の
論
調
の

一
端
を
紹
介
し
、
「比
較
文
学
』
誌

で
取
り
上
げ
る
意
味
を
検
討
し
、
僅
か
に
私
見
を
開
陳
し
た
い
。

パ
リ
写
真
の
前
哨
■
は
ア
ン
リ

・
リ
ヴ
イ
エ
ー
ル
の
石
版
画

「
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
三
六
景
』
（
一
八
九
七
上

九
〇
二
）
が
知
ら
れ
る
が
、
著
者
は

序
章
冒
頭
で
、
版
画
師
自
ら
が
撮
影
し
た
、
鉄
塔
骨
組
み
越
し
に
セ
ー
ヌ

川
の
グ
ラ
ン
ド

・
ジ
ヤ
ツ
ト
島

（「
シ
テ
島
」
冒
出

で
は
な
い
）
を
見
下

ろ
す
備
嗽
写
真
を
指
摘
す
る
。
広
重

『江
戸
名
所
百
景
」
流
の
構
図
に
は
、

実
写
の
裏
打
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
指
摘
の
一
方
、
著
者
は
コ
ー
パ

ン
や
ダ
ウ
の
ア
メ
リ
カ

ｏ
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
延
長
に
、
福
原
信
三
の

『巴

里
と
セ
イ
ヌ
」
（
一
九
二
二
）を
据
え
る
。
俯
嗽
の
多
用
と
ピ
ク
ト
リ
ア
リ

ズ
ム
風
の

「濃
淡
」
調
が
、
世
紀
末
の
憂
愁
を
払
拭
し
て
、
柔
ら
か
な
光

線
の
な
か
に
漂
う
。　
一
方
で
リ
ヴ
イ
エ
ー
ル
の
突
飛
な
構
図
は
第
六
章
の

ド
ア
ノ
ー
の
、
人
物
と
背
景
の
対
比
に
賭
け
る
「
グ
ー
ム
の
規
則
」
で
８
］、

第
十

一
章
で
展
開
さ
れ
、
表
紙
を
飾
る
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
プ
レ
ー
メ
ン
フ
エ

ル
ド
の
モ
ー
ド
写
真

（
一
九
二
九
）
の
伏
線
と
な
る
。
他
方
、
資
生
堂
御

曹
司
の
「写
真
集
」
は
、
〈
パ
リ
写
真
〉
を
特
徴
づ
け
る
出
版
形
態
を
予
告

す
る
。
ゥ
ジ
ェ
ー
ヌ
・ア
ジ
ェ
（
一
八
五
七
上

九
二
七
）
没
の
翌

一
九
二
八
年
、

第

一
回
独
立
写
真
サ
ロ
ン
成
立
の
年
を
も
っ
て
、
パ
リ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
写

真
出
発
の
年
と
す
る
の
が
通
説
だ
。
だ
が
著
者
は
同
年
の
グ
ラ
フ
雑
誌

『ヴ
ュ
』
創
刊
を
指
標
に
、
こ
こ
に
フ
ォ
ト
シ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
を

見
て
、
「」
れ
以
降
八
〇
年
代
に
い
た
る
、
パ
リ
を
舞
台
と
す
る
写
真
メ
デ
ィ

ア
の
二
十
世
紀
の
姿
を
〈
パ
リ
写
真
〉
と
命
名
す
る
。
「
写
真
の
エ
コ
ー
ル
・

ド

・
パ
リ
」
と
い
っ
た

（戦
後
の
対
米
対
抗
）
コ
ピ
ー

［望
］
は
、
排
除

さ
れ
る
。
そ
の
先
駆
に
据
え
ら
れ
た
ア
ジ
エ
は
、
投
後
直
後
か
ら

「超
現

実
主
義
」
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
が
、
第

一
章
で
筆
者
は
研
究
史
を
丹
念

に
繕
い
た
う
え
で
、
ア
ジ
エ
の
撮
影
し
た

「街
頭
の
人
々
」
が
実
際
に
は

十
八
世
紀
末
の
ル
イ

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
メ
ル
シ
エ
以
来
の
骨
相
学
に
基

礎
を
置
く
、
職
業
尽
し
の
「典
型
的
人
物

［テ
イ
ッ
プ
〓

の
系
譜
に
属
じ

て
い
る
事
実
を
確
認
す
る

冒
？
お
］。　
一
方
、
「
テ
イ
エ
ー
ル
の
城
壁
」
と

呼
ば
れ
る
、
パ
リ
市
街
地
を
日
む
辺
境

「
ゾ
ー
ン
」
を
不
法
占
拠
す
る
暦

屋

［ｏ
一８
，
１
巳

た
ち
へ
の
、
ア
ジ
ェ
の
共
感
あ
る
親
密
な
眼
差
し
の
背

後
に
は

「市
民
社
会
が
無
意
識
下
へ
と
抑
圧
、
排
除
し
た
」
人
々
に
、
市

民
た
ち
が
密
か
に
「自
己
の
分
身
［ド
ッ
ベ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
〓

（赤
坂
意
雄
）

を
投
影
し
て
い
た
こ
と
を
探
り
当
て
る
冨
３
。
そ
し
て
社
会
の
暦
に
現
代
　
　
ｍ
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の
英
雄
性
を
見
い
だ
し
た
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
模
範
に
、
「詩
人
＝
屑

屋
」
と
し
て
歴
史
の
周
辺
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
造
物
漁
り
に
勤
じ
む
べ

ン
ヤ
ミ
ン
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
紡
復
の
軌
跡
そ
の
も
の
が
、
ア
ジ
ェ
ら
の
取

材
行
動
の

「昇
華
」
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
Ｓ

。
ゾ
ン
タ
グ
を
援
用
し

て
、
裏
付
け
ら
れ
る

［８
と
出
。

そ
の
ア
シ
ェ
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
隠
さ
れ
た
媒
介
項
と
も
い
え
る
の

が
、
再
評
価
す
す
む
ジ
ェ
ル
メ
ー
ル
・ク
ル
ル

（
一
八
九
七
上

九
八
五
）。

世
紀
末
の
東
方
出
身
者
特
有
の
越
境
性
に
刻
印
さ
れ
る
写
真
家
は
多
い

が
、
と
り
わ
け
奔
放
な
生
涯
を
送
っ
た
ク
ル
ル
は
、　
一
九
二
八
年
写
真
集

『
メ
タ
ル
』
冒
〓
］
で
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
モ
ホ
イ
＝
ナ
ジ
に
代
表
さ
れ
る

Ｔ
一
ュ
ー

・
ヴ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
パ
リ
に
齋
す
使
者
の
役
割
を
果
た
し
、

「
ヴ
ュ
』
編
集
長
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ー
ジ
エ
ル
、
『
ア
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ン
』
の
顔
役
フ
ロ
ー
ラ
ン
・
フ
ェ
ル

［
ス
］
ら
の
後
ろ
盾
を
得
る

［に
８

３
フ
ェ
ル
ス
」
と
発
音
し
た
様
子
）。
ク
ル
ル
が
ヴ
ァ
ル
タ
ー

・
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
と
パ
リ
で
知
り
合

っ
た
の
は

一
九
二
六
‐七
年
と
推
定
さ
れ
、後
者
が

「
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
論
」
の
た
め
の
写
真
撮
影
を
前
者
に
依
頼
し
た
こ
と
は
、

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・ブ
ッ
ク
レ
が
既
に
指
摘
し
て
い
る

［ふ
＞
圏
］。
工
業

の
隆
盛
に
物
神
的
な
陶
酔
を
示
し
か
ね
な
い
レ
ン
ガ
ー
＝
パ
ッ
チ
ェ
の

『世
界
は
美
し
い
』
（
一
九
二
七
）
の
新
即
物
主
義
［ノ
イ
エ
・ザ
ッ
ハ
リ
ッ

ヒ
カ
イ
ト
］
に
対
し
て
、
ク
ル
ル
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が

「断
片
化
」
と

「
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
二
重
の
仕
掛
け
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
ア
ウ
ラ
を

マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
の
夢
想
に
、
数
世
紀
の
歴
史
を
三
十
分
に
凝
縮
し
よ
う
と

す
る
哲
学
者
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「遊
歩
者
」
の
幻
影
を
重
ね
合
わ
す
ロ
ミ
出
］。

次
に
第
二
部
で
の
著
者
は
、
芸
術
家
た
ち
を
互
い
に
励
起
さ
せ
る

「星
雲

状
態
」
の
「布
置

［
コ
ン
フ
ィ
グ
ラ
チ
オ
ー
ン
ピ

（ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）
冨
８
］

に
腐
心
す
る
。
第
五
章
で
は
プ
ラ
ッ
サ
イ
２

八
九
九
二

九
八
四
）
の
『落

書
き
』
２

九
六
〇
／
六

一
）
に
収
め
ら
れ
た
未
刊
の
詩
の
和
文
試
訳
を
提

供
し

［８
？
８
己
、
壁
が
社
会
不
適
応
者
や
被
抑
圧

・
反
抗
者
の
秘
密
の

野
外
黒
板
で
あ
る
、
と
の
写
真
家
の
認
識
を
照
ら
し
出
す
。

こ
う
し
た
異
分
野
の
共
働
は
、
第
二
に
言
語
の
根
源
へ
の
思
索
を
励
起

さ
せ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
で
幼
少
時
に

「言
語
的
危
機
」
を
体
験
し
た

ブ
ラ
ッ
サ
イ
は
、
写
真
言
〓
叫
つ
い
で
落
書
き
を
通
し
て
、
ビ
カ
ソ
や
ア
ン

リ
ミ

シヽ
ョ
ー

（
一
八
九
九
‐
一
九
八
四
）
の
伴
走
者
と
な
る
。
ミ
シ
ョ
ー

は

『落
書
き
』
に
接
し
て
、
子
供
の
線
描
に
世
界
の
幼
年
期
の
表
意
言
語

を
模
索
し
、
つ
い
に
は
言
語
か
ら
の
解
放
の
彼
方
で
自
分
に
到
来
す
る
「野

蛮
な
顔
た
ち
」
を
描
き
と
め

［８
７
〓
］、
画
家
の
ジ
ャ
ン
・デ
ュ
ピ
ュ
ッ

フ
ェ
⌒
一
九
〇

一
‐
一
九
八
五
）
は
壁
に
、
自
分
の
精
神
を
投
影
す
る
無
垢

の
表
面
を
見
る

冒
に
］。
他
方

『ピ
カ
ソ
と
の
対
話
』
二

九
六
四
）
で
ブ

ラ
ッ
サ
イ
は

「
天
才
」
ピ
カ
ソ
の

「
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
珍
妙
で
、
と
り

と
め
が
な
く
、
子
期
せ
ぬ
イ
メ
ー
ジ
」
を
誠
実
に
伝
え
て
貴
重
な

「会
話

体
文
学
」
を
遺
す

［ヽ

こ
。

ブ
ラ
ッ
サ
イ
の
デ
ッ
サ
ン
や
ピ
カ
ソ
の
言
語
遊
戯
は
、
さ
ら
に
詩
人

払
拭
し
た

「漂
流
物
」
に

「正
当
な
位
置
」
を
与
え
よ
う
と
し
た
、
と
す

る
視
点
は
著
者
の
創
見

［る
３
。
「写
真
小
史
」
２

九
二

一
）
に
挿
入
さ

れ
た
ク
ル
ル
の
図
版
は
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
見
え
る
紙
製
の
マ
ヌ
カ

ン
で
、
超
現
実
主
義
者
た
ち
に
霊
感
を
与
え
た
ア
ジ
ェ
の
主
題
と
共
通
じ

て
い
る
の
も
、
偶
然
で
は
あ
り
得
な
い
。
ブ
ル
ト
ン
の
『ナ
ジ
ャ
」
（
一
九

二
八
）
や
デ
・
キ
リ
コ
の
手
袋
な
ど
へ
も
連
想
の
及
ぶ
と
こ
ろ
だ
が
、
ア

ジ
ェ
発
見
を
契
機
と
し
て
、
今
度
は
ク
ル
ル
自
身
が
、
層
屋
や
放
浪
者
ヘ

と
接
近
し
て
行
く
。
そ
こ
に
十
九
世
紀
後
半
の
女
子
画
学
生
、　
マ
リ
ー

・

バ
シ
ュ
キ
ル
ツ
ェ
フ
に
は
ま
だ
不
自
由
な
振
る
舞
い
だ
っ
た
女
性
の
路
上

観
察
者
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
目
を
代
行
す
る

〈女
の

「遊
歩
者

［
フ
ラ
メ
ー

ル
〓
〉
が
成
立
す
る
。

序
章
と
終
章
の
ほ
か
に
全
十
二
章
か
ら
な
る
著
書
を
書
評
す
る
の
に
、

最
初
の
三
章
を
瞥
見
し
た
だ
け
で
、
は
や
紙
面
の
半
分
が
尽
き
た
。
「比
較

文
学
』
誌
で
本
書
を
取
り
上
げ
る
以
上
、
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
、
書

評
子
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
以
下
こ
の
点
に
絞
っ
て
、
最
低
限

の
寸
評
に
留
め
た
い
。
本
書
は
ま
ず
、
文
学
を
他
の
領
域
か
ら
隔
離
す
る

祇
粋
主
義
に
反
対
す
る
。
第
四
章
で
は

『
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル
テ
ス
の
見
た

パ
リ
』
２

九
二
四
）を
取
り
上
げ
、
そ
の
初
版
に
は
あ
る
も
の
の
、
今
日

で
は
入
手
困
難
な
マ
ッ
コ
ル
ラ
ン
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
対
比
す
る
。
そ
し

て

「不
動
の
石
材
」
で
出
来
た

「
マ
リ
ー
橋
」
の
映
像
を
前
に
し
て
、　
一

七
八
九
年
と

一
九

一
四
年
さ
ら
に
は
現
在
を

一
瞬
に
し
て
透
視
す
る
作
家

ジ
ャ
ッ
ク

・
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル

（
一
九
〇
〇
上

九
七
七
）
を
も
巻
き
込
み
、
　
ヽ

か
た
や
パ
レ
エ
「
ラ
ン
デ
ツ
ー
」
の
上
演

（
一
九
四
五
）
を
見
る

一
方

↑
」

こ
で

「枯
れ
葉
」
が
初
演
）、
詩
集

『
パ
ロ
ー
ル
』
（
一
九
四
五
）
や
、
プ

ラ
ッ
サ
イ
の

「壁
」
の
台
紙
か
ら
牧
神
や
悪
魔
が
顕
れ
る
、
夢
幻
的
で
時

に
超
現
実
主
義
的
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ヘ
と
飛
び
火
す
る
。
「
ジ
ャ
ッ
ク
・プ
レ

ヴ
ェ
ー
ル
通
り
』
■

九
九
二
）
を
論
ず
る
な
か
で
、
著
者
は
、
九
〇
年
代

の
パ
リ
の
街
路
の
壁
に
ブ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
の
肖
像
や
ド
ア
ノ
ー
の
作
品
を
描

い
た
落
書
き
が
出
現
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
壁
か
ら
生
ま
れ
た
創
作

は
、
」ヽう
し
て
再
び
壁
へ
と
招
か
れ
、
「ヽ

」
に
―
―
取
り
敢
え
ず
は
―
―
幸

福
な
円
環
が
成
就
す
る
。

先
行
研
究
へ
の
著
者
の
批
判
も
纏
め
つ
つ
、
寸
評
を
加
え
た
い
。
第
七

章
で
は
写
真
撮
影
を
合
一
ヨ
０
円

”ヽ
〓
」
ｏ
一ｇ
）一８
”【０
と
呼
ぶ
プ
レ
ヴ
ェ
ー

ル
発
案
の
言
葉
遊
び
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
先
行
す
る
誤
訳
が
訂
正
さ
れ
る
。

「
レ
ン
ズ
の
半
過
去
形
」
の
可
能
な
多
義
的
解
釈
の
う
ち
に
は
、
「
不
完
全

な
対
物
レ
ン
ズ
」
と
と
も
に
、
「獲
物
は
か
つ
て
は
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
読
み
も
許
さ
れ
よ
う
か

［３
８
。
詩
人
の
営
み
と
写
真
と
の
係

わ
り
に
対
す
る
プ
レ
イ
ア
ー
ド
版
全
集
校
訂
者
の
意
志
的
な
無
神
経
に
、

著
者
の
怒
り
が
声
高
に
な
る
の
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
の
イ
ジ
ス

（
一

九

一
一
上

九
八
〇
）
と
と
も
に
ブ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
の
作
成
し
た
、
『春
の
大

舞
踏
会
』
２

九
五

一
）
を
論
じ
る
第
八
章
冨
お
よ
］。
著
者
は
、
ガ
リ
マ
ー

ル
版

（
一
九
七
六
）
や
プ
レ
イ
ア
ー
ド
版

（
一
九
九
六
）
で
損
な
わ
れ
た
　
　
Ｉ
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詩
と
写
真
の

「溶
け
合
う
」
様
や

「自
然
な
付
け
合
い
」
の
妙
の
勘
庭
を

修
復
し
つ
つ
提
示
す
る

［曽
？
〓
出
。
不
幸
な
扱
い
の
背
景
に
は
訴
訟
沙

汰
に
加
え
て
、
詩
と
映
像
の

「付
け
合
い
」
な
ど
、
事
実
で
あ
っ
て
も
忌

避
し
が
ち
な
、　
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
研
究
者
の
個
人
主
義
的
作
家
全
集
志
向

の
教
条
も
見
え
隠
れ
す
る
。

著
者
は
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
が
落
書
き
詩
の
手
法
を
イ
シ
ス
と
の
共
同
作
業

で
手
中
に
収
め
た
と
推
定
す
る
が
、
逆
に
『春
の
大
舞
踏
会
』
で
は
、
「無

時
間
」
を
特
徴
と
す
る
イ
ジ
ス
の
写
真
が
、
「
フ
オ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・パ

ン
」
冒
ミ
３
３
を
逆
用
し
て
時
局
を
刻
む
刹
那
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
当
然

す
ぎ
る
た
め
か
著
者
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
「朝
鮮
動
乱
で
中
国
進
攻
」

の
文
字
が
踊
る
新
聞
見
出
し
が
撮
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
次
の
行
に

「春
の

襲
来
」
の
文
字
が
見
え
る
か
ら
だ
ろ
う

［８
７
出
。
や
が
て
ヴ
エ
ト
ナ
ム

戦
争
で
は

フ
ア
ト
攻
勢
」
へ
と
転
ず
る
春
の
猛
威
は
、
「子
供
＝
春
」
の
は

か
な
さ
と
対
比
を
な
し
つ
つ
、
こ
こ
で
プ
レ
ヴ
エ
ー
ル
が
引
く
プ
ル
ー
ス

ト
の

「花
咲
く
乙
女
た
ち
の
か
げ
に
』
の
、
「未
来
に
感
す
る
不
安
」
を
否

増
し
に
増
長
し
、
「私
た
ち
に
続
く
存
在
の
、
あ
ま
り
に
も
ひ
た
む
き
な
優

し
さ
」
の
牢
む
災
厄
、
み
ず
み
ず
し
い
新
緑
の
脅
威
‐驚
異
を
す
ら
暗
示
し

て
い
る
よ
う
だ
。
と
す
れ
ば

『春
の
大
舞
踏
会
」
の
終
末
の
「血
の
津
波
」

に

「革
命
の
時
」
を
読
む
の
は
、
果
た
し
て
全
集
編
者
の
恣
意
に
過
ぎ
な

い
の
だ
ろ
う
か
［葛
昌
。
イ
ジ
ス
に
と
っ
て
「何
も
起
こ
ち
な
い
」
は
ず

の
場
所
、
パ
リ
の
ネ
ガ
が
、
「血
の
一
滴
」
の
語
句
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

か
芸
術
志
向

（ガ
ラ
シ
）
か
で
、
研
究
者
間
の
解
釈
の
葛
藤
も
顕
著
な
な

か
、
著
者
は

「報
道
」
と

「
ア
ー
ト
」
に

「境
界
を
引
く
の
は
所
詮
無
意

味
」
と
、
論
争
を
上
場
す
る
第
二
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る

［お
島
。

こ
の
文
脈
で

「
フ
ォ
ト

・
エ
ッ
セ
イ
」
の

「最
高
傑
作
」
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
の

「
ス
ペ
イ
ン
の
村
よ
り
」
の

「老
人

の
死
」
富
曽
］
に

一
言
言
及
し
た
い
。
こ
こ
に
は
著
者
の
言
う
、
「
ベ
ラ
ス

ケ
ス
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

『
テ
ュ
ル
プ
博
士
の
解

剖
教
室
』
の
構
図
の
直
接
借
用
が
露
骨
な
ま
で
に
顕
著
で
あ
り
、
評
者
な

ら

「視
党
的
感
動
」
の
作
為
と
光
景
の
神
話
化
の
舞
台
裏
に
踏
み
込
み
た

い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
作
品
だ
。
筆
者
の
高
く
評
価
す
る
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ

ス
も
、
写
真
を

「
ア
ー
ト
と
い
う
権
威
」
へ
昇
格
さ
せ
る

「目
の
記
憶
」

冨
ヽ
］
と
、
密
接
に
結
託
し
て
い
た
こ
と
が
裏
書
き
さ
れ
よ
う

［８
８
。

同
様
に
、
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
四
角
四
面
な
「信
条
」
［ク
レ

ド
］
た
る

「決
定
的
瞬
間
」
も
、
「
パ
パ
ラ
ッ
チ
」
扱
い
だ
っ
た
写
真
に
絵

画
芸
術
に
匹
敵
す
る
車
厳
を
与
え
た
反
面
、
「決
定
的
瞬
間
」
の
以
前
と
以

後
を
切
り
捨
て
る
暴
力
と
も
表
裏

一
体
で
あ
る
こ
と
は
、
ド
ゥ
エ
イ
ン
・

マ
イ
ケ
ル
ズ
も
指
摘
す
る
通
り

［８
”
８
。
そ
こ
に
次
世
代
と
の
闘
争
が

始
ま
る
。　
一
九
五
四
年
に

『ヴ
ォ
ー
グ
』
に
抜
擢
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ク
ラ
イ
ン
２

九
二
八
↓
は
、
期
待
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
と
待
っ
て
「釣

り
上
げ
る
」
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
流
儀
を

「全
部
引
っ
く
り
返

し
」
、
自
ら
被
写
体
に
挑
み
か
か
っ
て
挑
発
し
、
そ
の
反
応
を
記
録
す
る
と

第
十
章
で
問
題
と
さ
れ
る
ア
ン
リ

・
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
有
　
　
１４

名
な

『決
定
的
瞬
間
』
『
ざ

も
いヽお
ミヽ

きヽ
ヽ
いヽ
ミ

（
一
九
五
二
）
の
仏
原

語

す
“
”
８
”
ご
８
●
く
ｏ
”けｏ
は
、
こ
れ
ま
で
際
々
誤
訳
さ
れ
て
き
た
。
だ

が
、
著
者
も
指
摘
す
る
以
上
に
、
そ
こ
に
は

「
か
す
め
撮
り
。盗
み
撮
り
」

と
い
っ
た
連
法
行
為
す
れ
す
れ
の
合
意
が
あ
る
だ
ろ
う
冒
〓
出
８
。
物
陰

で
獲
物
を
し
っ
と
待
つ
忍
耐
と
、
そ
れ
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
突
如
と
し

て
天
啓
の
よ
う
に
「公
現
」
［
エ
ピ
フ
ア
ニ
ー
］す
る
イ
メ
ー
ジ
。
さ
ら
に
、

多
く
の
写
真
家
は
ト
リ
ミ
ン
グ
に
よ

っ
て
映
像
に
メ
リ
ハ
リ
を
与
え
る

（例
え
ば
エ
ル
ス
ケ
ン
の
場
合
富
葛

図
お
こ
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ル

テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
は
決
し
て
ト
リ
ミ
ン
グ
を
許
さ
ず
、
そ
の
代
わ
り

ネ
ガ
直
焼
き
付
け
の
コ
ン
タ
ク
ト

・
プ
リ
ン
ト
を
わ
ざ
と
上
下
逆
さ
ま
に

し
て
眺
め
、
そ
こ
か
ら
そ
の
時
々
に
異
な
る
コ
マ
を
選
ん
で
は
引
き
伸
ば

し
に
回
し
た

［お
ヤ
呂
。
こ
の

「
三
度
の
選
択
」
に
執
着
す
る
完
全
主
義

と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
他
人
任
せ
と
い
う
無
頓
着
と
の
落
差
。
そ
こ
に
筆
者

は
、
「素
材
を
提
供
す
る
職
人
」
に
徹
す
る
マ
グ
ナ
ム
専
属
の

「
フ
ォ
ト
・

Ｊ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、
編
集
者
の

「各
々
の
専
門
性
を
高
く
評
価
し
な
が
ら

も
」、
コ

枚
の
写
真
」
が
も
つ

「世
界
を
死
守
し
」
よ
う
と
す
る
姿
を
的

確
に
読
み
取
る
冒
Ｓ
出
８
。
だ
が
後
年
自
作
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
抹
消
す

る
傾
向
も
顕
著
な
こ
の
大
家
の
仕
事
は
、
報
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

の
現
場
で
の
政
治
参
加

［ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
］
を
、
事
後
的
に
芸
術
ヘ

と
昇
華
す
る
過
程
＝
訴
訟
と
も
無
縁
で
な
く
、
報
道
重
視
（ク
ッ
ク
マ
ン
）

い
う
「異
議
申
し
立
て
」
に
及
ぶ
冒
ざ
占
］。
ま
た
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ

ソ
ン
に
、
「人
は
腹
で
も
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
諭
さ
れ
て
、
ロ
ー

ラ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
を
捨
て
、
ラ
イ
カ
に
切
り
替
え
た
、
と
い
う
逸
話
Ｔ
ｄ
〕

を
も
つ
フ
ラ
ン
ク
・ホ
ー
ヴ
ア
ッ
ト

（
一
九
二
八
↓

も
、
カ
ル
テ
ィ
エ
＝

ブ
レ
ッ
ソ
ン
か
ら
の
叱
責
を
向
こ
う
に
回
し
て
、
「
マ
グ
ナ
ム
」
の
ル
ポ
形

式
と
、
モ
ー
ド
写
真
の
演
出
と
を
、
場
末
の
パ
リ
と
い
う
舞
台
に
お
い
て

連
結
す
る
と
い
う
、
二
重
言
語
に
新
機
軸
を
見
い
だ
す

［あ
？
昌
。
そ
れ

は
、
男
性

「窃
視
者
」
の
視
線
を
逆
手
に
取
っ
て
自
ら
を
解
放
す
る
、
女

性
モ
デ
ル
た
ち
の
自
由
な
ま
な
ざ
し
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
結
果
を
齋
し

た
。こ
こ
で
一
例
だ
け
、
著
者
の
慧
眼
を
指
摘
し
た
い
。
イ
ス
ト
リ
ア
生
ま

れ
の
ユ
グ
ヤ
人
で
、
世
界
の
ど
こ
に
あ

っ
て
も
異
邦
人
と
し
て
の
違
和
感

を
隠
せ
ぬ
多
言
語
使
用
者
、
ホ
ー
ヴ
ァ
ッ
ト
が
、
リ
ル
ケ
の

『
マ
ル
テ
の

手
記
』
に
寄
せ
て
語
る
、
パ
リ
に
お
け
る

「世
界
の
果
て
」
の
開
塞
感
。

そ
れ
を
、
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
か
ら
見
た
パ
ン
テ
オ
ン
」
（
一
九
五
六
）
と
結

び
付
け
る
著
者
の
読
み
は
、
本
書
に
お
け
る
同
様
の
指
摘
の
な
か
の
一
例

に
過
ぎ
な
い
が
、
絶
妙
だ

［あ
∵
昌
。　
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
の
前
に
、
黒
々

と
し
た
巨
大
な
壁
の
立
ち
は
だ
か
る
様
が
い
五
〇
〇
ミ
リ

（７
）
望
遠
レ

ン
ズ
の
彼
方
に
、
俯
瞳
さ
れ
る
。
リ
ル
ケ
の
語
る

〈群
衆
の
な
か
で
消
滅

す
る
「私
）
も
、
同
時
期
の
ホ
ー
ヴ
ァ
ッ
ト
の
「オ
ペ
ラ
座
通
り
」
の
「群

衆
」
写
真
に
対
比
さ
れ
る
。
群
衆
の
孤
独
と
不
安
を
い
感
情
移
入
を
拒
絶
し
て
　
　
１１



比較文学第 46巻

捕
ら
え
る
目
―
―
そ
こ
に

〈
パ
リ
写
真
〉
の
行
き
着
く

「末
期
の
眼
」
が

あ
る
。
そ
の
十
年
後
、　
一
九
六
八
年
の
動
乱
を
、
〈
パ
リ
写
真
〉家
に
と
っ
て
は

「晩
年
の
事
件
」
と
し
て
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
た
著
者
の
選
択
富
０出

は
、
終
章
に

〈
パ
リ
写
真
〉
の
預
末
と
終
焉
を
語
る

一
種
の
蔭

［か
げ
り
］

を
授
け
る
。
盗
み
撮
り
と
の
触
れ
込
み
だ
っ
た
ド
ア
ノ
ー
の
傑
作

「市
庁

舎
前
の
キ
ス
」
２

九
五
〇
）を
巡
っ
て
、　
一
九
八
〇
年
半
ば
か
ら
、
我
こ

そ
は
モ
デ
ル
な
り
と
名
乗
り
を
あ
げ
る
カ
ッ
プ
ル
が

一
四
・五
組
登
場
し
、

肖
像
権
を
盾
に
訴
訟
沙
汰
ま
で
発
生
し
、
そ
れ
が
か
え
つ
て
モ
デ
ル
を
用

い
て
の
撮
影
で
あ
っ
た
と
い
う
、
見
方
に
よ
っ
て
は
自
明
だ
が
、
見
方
に

よ

っ
て
は
醜
悪
な

「事
実
」
を
暴
露
し
た
ば
か
り
か
、
今
度
は
当
の
モ
デ

ル
が
ド
ア
ノ
ー
を
相
手
取
っ
て
使
用
料

［
ロ
イ
ヤ
リ
テ
イ
ー
〕
追
加
を
請

求
し
て
敗
訴
す
る
事
件
が
、
写
真
家
死
去
直
前
ま
で
続
く
富
８
‐緯
］。
長

編
の
探
偵
小
説
の
結
末
を
暴
露
し
た
よ
う
で
遺
憾
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
件

の
写
真
が
大
衆
消
費
財
と
し
て
人
口
に
謄
実
し
て
後
に
、
起
源
に
湖
っ
て

そ
の
利
潤
へ
の
権
益
を
強
要
す
る
と
い
う
、
資
本
主
義
市
場
の
価
格
操
作

と
裏
腹
の
一
獲
千
金
へ
の
欲
望
が
、
吝
薔
な
人
権
意
識
と
癒
着
し
て
露
呈

す
る
。
こ
の
訴
訟
が
パ
リ
の
絵
葉
書
化
と
相
乗
の
事
態
だ
っ
た
こ
と
を
、
著
者

は
、
自
ら
の
前
者
と
も
あ
い
補
う
、
故
ナ
オ
ミ
。
シ
ョ
ア
の
論
文
を
下
敷

き
に
展
開
す
る
冒
お
よ
］
。
こ
こ
に
絵
葉
書
の
流
通
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
や
Ｇ
・

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
後
に
、
公
共
図
書
館
に
配
架
さ
れ
る
本

書
か
ら
、
貴
重
な
カ
ヴ
ァ
ー
が
捨
て
ら
れ
ぬ
こ
と
を
祈
り
た
い
。

ネ
あ
え
て
書
評
と
い
う
暴
挙
に
及
ん
だ
が
、
本
書
が
扱
っ
た
膨

大
な
資
料
群
に
関
し
て
、
書
評
子
は
現
在
そ
の

一
片
す
ら
閲
覧
で

き
る
状
況
に
は
な
く
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
追
試
験
を
施
し
、　
一

次
資
料
の
水
準
で
批
判
を
加
え
る
力
量
に
も
欠
け
て
い
る
。　
雪
［

告
自
し
て
、
読
者
お
よ
び
原
著
者
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

フ
ロ
イ
ン
ト
ら
創
成
期
の
写
真
文
化
論
と
の
相
互
作
用
の
蓋
然
性
が
、
仮

説
と
し
て
提
出
さ
れ
る

［認
３
。
写
真
と
映
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
著

者
は
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
み
で
冒
〓
］、
そ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
が
、

〈
パ
リ
写
真
〉
の
終
焉
を
予
兆
す
る
よ
う
に
語
っ
て
い
た
の
が
、
ル
イ
ス
・

プ
ニ
ュ
エ
ル
の

『自
由
の
幻
想
』
二

九
七
四
）
で
は
な
か
っ
た
か
。

公
園
で
胡
散
臭
い
中
年
男
が
幼
い
少
女
に

一
束
の
写
真
を
渡
す
。
そ
れ

を
目
聡
く
見
つ
け
て
巻
き
上
げ
た
少
女
の
両
親
は
、
そ
の
写
真
を
密
か
に

眺
め
て
は
、
な
ん
て
卑
猥
な
、
と
発
情
し
た
嘆
声
を
漏
ら
す
。
だ
が
そ
の

写
真
た
ち
は
、ポ
ル
ノ
で
も
何
で
も
な
い
、
た
だ
の
パ
リ
の
観
光
写
真
だ
っ

た
―
―
。
松
浦
寿
輝
氏
の
『
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
試
論
』
（
一
九
九
五
）
に
も
言

及
さ
れ
た
、　
い
か
に
も
ブ
ニ
ュ
エ
ル
ら
し
い
、
パ
リ
の
プ
チ
・
ブ
ル
的
倫

理
観
を
冷
や
か
す
、
人
を
食
っ
た

一
駒
だ
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
遠
か

ら
ず
研
究
の
対
象
へ
と
取
り
込
ま
れ
、
歴
史
的
標
本
採
集
と
い
う
フ
ェ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
獲
物
へ
と
変
質
し
よ
う
と
し
て
い
た
絵
葉
書
写
真
と
い
う

存
在
の

「猥
褻
さ
」
に
対
す
る
、
映
画
監
督
の
冷
徹
な
ま
で
の
眼
力
で
は

な
か
ち
た
か
。
「
」
れ
ぞ
パ
リ

［サ
・
セ

・
パ
リ
〓

と
い
う
消
費
欲
望
の

流
通
財
と
し
て

「凡
庸
な
記
号
」
へ
と
堕
落
し
て
し
ま
う
時
点
で
終
局
を

迎
え
た

〈
パ
リ
写
真
〉
を
、
そ
の
境
涯
か
ら
救
い
な
お
す

「叡
知
」
―
―
そ

れ
こ
そ
本
書
が
、
「写
真
文
化
論
の
彼
方
」
冒
博
］
で
、
幾
多
の
「全
巻
通

覧
」
の
努
カ

ロ
だ
ヽ
〓
ほ
か
］
の
末
に
、
精
緻
な
文
化
研
究
へ
の
些
か
楽

天
的
な
期
待
と
と
も
に
目
指
し
た

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
冒
ヽ
］
だ
っ
た
、
と




